
弟君は「ローマ字入力でもひらがな入力

でも変換できた漢字なら、コンテキスト

メニューに何と入力したか（＝読みや変

換候補）が表示される。」ことを知って

たワケだ。 
 

今回は完全に弟君のズルだが、まぁ良し

としよう。解決策を知っていたという点

は評価していい。 

これはある意味、パソコンスキルとして

役立つ知識とも言えるからだ。 
 

そして姉の驚いた顔が目に浮かぶ・・。 

白帯級 

姉が弟のためにWordで「漢字の読み問題」を入力し添付メールで送

信してきた。見ればなかなか難しい問題だ。メールには制限時間10分

とあり、以下はムチャぶりされた弟と姉の電話のやりとり。 

 

弟「なんかメチャクチャ難しいんだけど・・・。」 

姉「これ10分以内に答えて返信ね。あんた漢字弱いでしょ？」 

弟「・・・・・。」 

 

カチンと来たのか、電話を切ると弟はなんと5分もかからず返信して

きた。しかも全問正解！ 実は弟君、ある方法(ズル)で答えを見つけ

たのだが調べるにはあまりに短時間だ。いったいどうやったのか？ 
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（９） 

Wordに入力された難読漢字 なんて読む？ 

Windows10 
Office System 2016 

記載の画面は 

読み方のわからない漢字を[ドラッグ]→[右クリック]。 

するとコンテキストメニュー（下図）に、なんと読みを含めた変

換候補が表示されているではないか！ 弟君はこの方法でネット

や辞書でイチイチ調べずとも、あっという間に答えを見つけた。 

樵
きこり

 圧し合い
へ し あ い

 弁える
わきまえる

 貼付
ちょうふ

 

態々
わざわざ

 運否天賦
う ん ぷ て ん ぷ

 象る
かたどる

 肉刺
ま め

 

職人気質
しょくにんかたぎ

 粁
きろめーとる

 馴鹿
となかい

 夫々
それぞれ

 

鬼灯
ほおずき

 閂
かんぬき

 皸
あかぎれ

 存える
ながらえる

 

問題の答えは以下のとおり 

答えを見て実際に漢字

変換してみよう。

｢へぇ～｣ってなるよ。 

ここがコンテキストメニュー。ここか

ら｢樵｣は｢きこり｣と読むことが判明♪ 
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